（２）相談支援・当事者支援事業、家族支援事業の報告
相談支援事業所　希望　小林千津子

ア　平成23年度　相談支援・当事者支援事業について
　希望の相談支援・当事者支援事業
	担当日
	第２・第４　木曜日

	場　所
	福祉センター　３階　多目的室

	内　容
	ミーティング、散歩、体操、おやつ作り、症状や体調についての話し合い、誕生会、社会見学、おりがみなど

	参加者
	・毎回、３人～５人の参加

・２月末までの利用者数　延べ118人（家族の参加含）

・平成23年度新規利用者数は７人（家族の参加含）


　　　　みよし市から事業委託を受けて、希望が相談支援・当事者支援事業（月２回）を始めたのは平成21年度からで今年度で３年経過してきた。
　　　　みよし市の当事者は、週1回（希望とサンクラブで月2回ずつ）専門家による支援が行われているが、場所も当事者支援をするにあたっては限界があり、プログラム内容も限定される。

　　　　また、２つの事業所が隔週で関わっている状況の中で、当事者との継続的な関係づくり・当事者のニーズや課題に合った継続的な生活支援を行うことができず、発展的な支援ができない状況にある。しかし、月２回の関係作りではあるが、今まで事業に定着できなかった当事者の継続した事業参加がみられる中で、このように集う場所、仲間や支援者を求めているニーズが明らかになっている。
　　　　希望とサンクラブで行っているこの事業の他に精神障害者を支援する活動として、精神障害者家族会「ゆうゆう会」と精神ボランティア「れんげの会」が当事者支援として「憩いの場ゆうゆう会」を行っているが、ここに参加している当事者や家族は、希望の行っている相談支援・当事者支援事業もその延長として位置づけているように感じる。このようなことから、当事者の課題と家族の課題を分けた支援が必要であると感じる。

みよし市において、精神障害者が回復していく過程や地域で生活をしていくモデルがないため、家族や関係機関、地域の方にとって、具体的な事例が見えにくい現状である。
　
イ　平成23年度　家族支援事業について
　希望の家族支援事業
	開催日
	月１回　第３金曜日

	場　所
	青少年ホーム　娯楽室

	内　容
	「統合失調症を知る心理教育テキスト家族版」の学習会を行い、学習会をベースにしながら、家族の不安やニーズの話し合いなど

	参加者
	２月末までの参加人数　延べ66人（家族の参加含）


　　　　　みよし市から事業委託を受けて、平成22年度から月１回希望が家族支援事業を行ってきた。

　当事者支援に関わりながら、当事者と家族が別々に活動する場が必要であり、また家族が元気になるための支援が必要だと思ってきた。

　　　　　当事者支援と家族支援を分けた支援の形態として、家族支援事業を行ってきた。　　　　

　　　　　内容としてはその中から出てきた家族の思いとしては、家族懇談会でそれぞれの家族の不安や悩みを聞く中で、苦しんでいるのは自分たちの家族だけではないと感じたという意見をうかがった。
　　　　　●家族からの主な意見

	・何よりも病気についての理解ができた。

・どのような時に入院治療につなげていったら良いのかということは分からなかったけど、この会でみなさんと話をする中でとても気持ちが楽になった。

・娘や息子にどのように対応をしたら良いのかという学習ができた。

・病気と付き合う中で地域の人に知ってもらうことも大切だということに気づいた。

・障害に対する偏見の中で苦しい思いをした。

・友達がいないので、親としか行動ができないので、家族だけで問題を抱えるというかたちになっている。

・当事者が家族以外の方との関わりを持つことが大切だと思うので、そのような場がみよし市には必要だと思う。

・みよし市に当事者が集う場所が欲しい。

・親が不安がっていると本人たちも安心できないから、親も安心できるような場が必要。

・みよし市にも専門家による支援が欲しい。


家族支援事業を通して、家族の学習会や話合いの積み重ねの中で、家族の人は、みよし市に当事者が集う日中活動の場が欲しいという願いが切実である。

　　　ウ　２つの事業を行っていて感じる「みよし市の課題」
	・みよし市に精神障害をもつ当事者が通える日中活動の場（事業所）がない。

・当事者の支援は、精神障害者家族会「ゆうゆう会」が長い間行ってきた経過がある。その中で、家族の課題と当事者の課題が整理されておらず、支援のあり方を再検討していく必要がある。

・月２回の相談支援・当事者支援事業で、現状のような当事者との関わりには、限界がきている。みよし市にも精神障害者が、自分の力で安心して継続的に通える日中活動の場が必要である。

・みよし市の精神障害者の現状から地域活動支援センターの社会資源が必要である。


